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A－64　そ子学枝。栄集い。いt　　　一差動擲l_今嶺I- お･T 3 端台ヽ一

　　　　日本々大泉攻　　　門倉芳枝

　目的　最近　寸子学生。χかーツが遥発りlわH心よいこなっｎが。肢術や抹力* Id]上

r- t ゑ,がおヵ･此。体力消耗や体力強化。n ≫､口貧牟ヒさill 3栄莱にーヽヽマi-i . あまり注意

が希わn -t いないようである。そこt-本俘スぷ･－ツクラフヽ･クヽ合高期卜 ?>･･T 3食考摂取武能ヽ

Ｕ

　方ま　対象u本学予ン^ －ク膝操作　スノr -ト程度殺エー，レ予－ス1 ラフト折屈い

そ3-緊生i2j&、，oﾇ, ＼＼ゐ。い■t-n 七夏か扁期間申クヽ食亭摂取m査。瞳話鯖間調を，練￥

fiと練習後,-疲々自覚妁勧欠調査し3 本良業仁1協公方気タ,疲労他覚的症状調査t^か

脊筋か岬・量。唾液鴎陳稗)いt-1行っr~.

　秘策　1.　摂取米本量･J 3 7 ラ7- !: 4,趣・T 鳶べ. 栄集神牟量い対t 3 充足率球低い。

こilli; ＼i.今希檀≪ヽらの食与給ふ^ が少な<ヽつr-ことI 一因ヒなっ･い- 2.。　　　2.　間食と

1/りJI、竹｡-i. 。. 釆実瀬，7 'I'一一,レ廠料なと･ヵヽcこり摂取丿n　合端折。ヽらの食吾給与

量の下え左神・t ヽ>n.。各.. 31 外｡23/.. 40 °A。　　3. I A I 日平均消膏=･-ﾈ･ﾚｷﾞしIよ

3,4? 4±331 Real , 2,fe叩土削Kcftl、2,3fc'は2肪Kc≪l r あ･･r-.,　: <あろち尺素・－Jｿ練りによ3消膏

I if-1レr－IS･　そlit ぞ'n ;6‰糾μ｡3S ％r rンマー7 体球ク'nブ･■ が最も大さダ･，た。

4.　消壹ｴｰﾄﾞﾚｷﾞ｀－に対すi摂取I- わレぞ｀－・割啓は，各n 4り｡74 %｡70 Vo T" いｔ･n t

摂取1こネ，レt"｀- が‘タcヽ< . 特i- rン■7 ―ク体境グラ7ヽIJ 際i- 。・'>" なヽヽ。　　　ｙ｡　次々防

之率: 身体飼な4,。，3 3 7ラ?■とも日J it ，-t 増加しrこ. が

な.ヽ. 対縁取^飼な乱・a rンマーク休集印*<･ 多･ヽつr--..

A－65 女子丸学生の食生活ヒ健康,z関１るt織調査
曰本女大家政　野崎奉久　Ｏ田中手寿子

　目的　-h *s-12・食糧事情IT差し＜向上し忙が、反面でa食生｡活・）乱れ/!<■^し、時･い

女性に多いと言われている。そこで私ども、j女手大学生について食生活ヒ健康に関する意

血調査を行り･い、学生の来養指導、健康管理こ資^んとしに

　方法　末学か学生を対象とし、史期健康診断時にアンケ- ト剛紙に記X.さ･≪ T調をし仁。

総数il-S(,2名(.93%) i.回収い.

　秘策　往還区分､i白咆ぷ1"/.、參12‰下宿2%%であ、-/■--･。食生活についてみ､るV: .食欲

ないiわずヵヽ3 %、食事量を普通とｉ､うも(mi 7.. 多I-ヽ･7%,少りヽい6 % T≒食事時間･3.

62%おヽ規則的で'あっT-。食事量定（7､基準としｌ「辰養のバランスを考えるj *＼-34%で学年

-バ進むにっれて頻度ヵぐ噌し｡,鮑物学利の学生r13 糾%であっr-. 欠食I3.朝食でヽ5%、その

理由として「'時間おない」67％、゛食欲かごない」2?% 、「’芙容（、ため。､I2 % r あった。

主食は朝食でnパン6?%‥昼食で､Ｊ米/飯4?%.パン37 /.、夕食では米郎バ｀釦% に達しrこ.

嗜好教料で11日沫茶36 % . つーヒー27°/、紅茶24%で、営年お進^ヽにフれスコーヒーバ瑠
加しr≒ア)レコーノし教料､l.よく款も､4%. Tこまに漱tヽち?7.,飲t ない3X % で.連類､i*

-:iが最も今く、ビー、し、集火偏、0本-;i と少り< なっr-. 喫煙U 12 %、そのうち47% lit-

まIt吸う娃友であっに。肥満老II 21 %、や七S %.普通体重でも太っているヒ罵､、Xいφ

ものぢS％.やせちいと,^､うも・7? % .や-tf rこものでt 2.(,% μや七卜いヒ啓之に。

　J-AJ:｡の成績の相互闇係, 辰養指導、健康奢理て。意､義につい-T tのべる.


